
まちの話題　冬のスポーツゴールを目指す　町民スケート、スキー大会開催

平成22年国勢調査【速報】

今月の表紙　　第８回子ども冬まつり　～冷たいけど我慢！氷柱抱きつき大会に挑戦です！～

温故知新

津別産の健康果実「アロニア」

達美　西山　健　さん

４月10日は北海道知事、道議会議員選挙の投票日



が
３
月
25
日
か
ら
４
月
９
日
ま
で
、
道

議
選
挙
が
４
月
２
日
か
ら
４
月
９
日
ま

で
の
毎
日
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で

す
。
投
票
を
す
る
場
合
は
、
入
場
券
を

持
っ
て
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
議
事
堂

１
階
の
町
民
懇
談
室
）
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

長
期
間
の
出
張
な
ど
で
町
外
に
在
住

し
て
い
る
場
合
は
、
告
示
前
で
も
不
在

者
投
票
の
請
求
（
投
票
用
紙
の
取
り
寄

せ
）
が
で
き
ま
す
。
こ
の
請
求
の
後
、

告
示
の
翌
日
以
降
に
滞
在
先
の
最
寄
り

の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者

投
票
が
行
え
ま
す
。
な
お
、
不
在
者
投
票

用
紙
の
交
付
な
ど
は
す
べ
て
郵
便
で
の

や
り
取
り
と
な
り
、
日
数
を
要
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
指
定
病
院
や
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い

る
場
合
も
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
施
設
長

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
道
内
の

他
市
町
村
か
ら
津
別
町
に
転
入
し
住
民

登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
居
住
さ
れ
て
い

る
方
は
、
次
の
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ

り
、
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
際
、
津
別
町
に
引
き
続
き
住
ん
で
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
『
居
住
証
明
書
』

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
津
別
町
役
場
の

住
民
窓
口
で
発
行
（
無
料
）
し
て
い
ま

す
。

q
転
入
前
の
市
町
村
で
投
票

転
入
前
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

に
『
居
住
証
明
書
』
を
持
参
し
、
そ

こ
で
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

w
転
入
後
の
津
別
町
で
投
票

『
居
住
証
明
書
』
を
添
え
て
、
転
入

前
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
投

票
用
紙
の
請
求
を
し
、
郵
送
さ
れ
て

き
た
投
票
用
紙
（
絶
対
開
封
し
な
い

で
く
だ
さ
い
）
を
津
別
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
持
参
し
、
投
票
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
請
求
か
ら
投
票
ま
で
日

数
を
要
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
請
求

を
し
て
く
だ
さ
い
。

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
に

投
票
所
へ
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
方
で

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
自
宅
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
は
町
選
挙
管
理
管
理
委
員
会
に

そ
の
旨
を
請
求
し
、
郵
送
に
よ
っ
て
投

票
用
紙
の
交
付
を
受
け
、
記
載
し
た
投

票
用
紙
を
返
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
投
票
ま
で
日
数
を
要
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

q
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

・
両
下
肢
な
ど
の
障
害
で
、
１
級
ま

た
は
２
級
の
人
　

・
内
臓
機
能
障
害
で
、１
級
ま
た
は
３
級

の
人

・
免
疫
障
害
で
、
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
人

w
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

・
両
下
肢
な
ど
の
障
害
で
、
特
別
項

症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
人

・
内
臓
機
能
の
障
害
で
、
特
別
項
症

か
ら
第
３
項
症
ま
で
の
人

e
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
、

要
介
護
５
の
人
　
　

開
票
は
、
10
日
で
午
後
８
時
か
ら
中

央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
参
観
は
自
由

で
す
。
会
場
で
参
観
人
名
簿
に
記
入
し
、

静
か
に
参
観
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。今

回
の
投
票
は
、
町
内
の
７
カ
所
で

行
わ
れ
ま
す
。
あ
な
た
が
投
票
す
る
場

所
は
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
確
認
の
上
、
決
め
ら
れ
た
場
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
選
挙
で
、
津
別
町
で
投
票
で

き
る
の
は
、
次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た

す
方
で
す
。

q
平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
津
別
町

に
住
民
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
町
内

に
居
住
し
て
い
る
方

w
平
成
３
年
４
月
11
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方

な
お
、
平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
、

道
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
こ

ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
後
に
説
明
し

ま
す
。

投
票
が
で
き
る
方
に
は
、お
手
元
に
、

投
票
所
へ
の
入
場
券
が
郵
送
さ
れ
ま

す
。
投
票
の
際
は
、
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
入
場
券
が
届
か
な
か

っ
た
り
、
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
と

き
は
、
す
ぐ
に
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
所
で
は
、
受
付
を
し
て
か
ら
最

初
に
北
海
道
知
事
の
投
票
を
行
い
ま

す
。
q
入
場
券
を
持
っ
た
ま
ま
w
薄

い
緑
色
に
黒
イ
ン
ク
刷
り
の
投
票
用
紙

を
受
け
取
っ
て
e
指
定
さ
れ
た
場
所

で
、
候
補
者
名
を
記
入
し
r
知
事
選
挙

用
の
投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
投

票
箱
に
は
、
知
事
選
挙
用
、
道
議
選
挙

用
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
間
違
え
な

い
よ
う
に
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

知
事
の
投
票
が
済
ん
だ
ら
、
今
度
は

道
議
会
議
員
の
投
票
で
す
。
受
付
で

q
入
場
券
を
渡
し
w
白
色
に
黒
イ
ン

ク
刷
り
の
投
票
用
紙
を
受
け
取
っ
て

e
指
定
さ
れ
た
場
所
で
、
候
補
者
名
を

記
入
し
r
道
議
選
挙
用
の
投
票
箱
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
の
当
日
に
、

仕
事
や
旅
行
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

投
票
で
き
な
い
人
が
、
事
前
に
投
票
を

済
ま
せ
て
お
く
制
度
で
す
。
手
続
き
も

簡
単
で
す
の
で
、棄
権
し
な
い
よ
う
、
ぜ

ひ
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
の
期
間
は
、
知
事
選
挙

入場・受付 候補者名を書く 投　　票 投　　票候補者名を書く投票用紙交付入場券を渡す
受付で入場券を提示する

投票用紙交付
知事選挙(薄い緑色)の投
票用紙をもらう

入場券は持ったまま 入場券は持ったまま

道議選挙(白色)の投票
用紙をもらう

投

票

の

順

序

最 初 に 北 海 道 知 事 選 挙 の 投 票 を し ま す 次 に 道 議 会 議 員 選 挙 の 投 票 を し て 下 さ い

入
場
券
を
忘
れ
ず
に

ま
ず
、知
事
の
投
票
か
ら

次
に
、
道
議
の
投
票
で
す

期
日
前
投
票
は

４
月
９
日
ま
で
実
施

長
期
出
張
者
・
入
院
者

の
方
は
不
在
者
投
票
を

重
度
障
害
の
方
は

自
宅
で
投
票
で
き
ま
す

開
票
は
即
日

投
票
は
入
場
券
に

記
載
さ
れ
た
投
票
所
で

投 票 日 ４月10日（日）

投票時間 午前７時から午後６時まで

期日前投票の場合は
期間　　知事が３月25日から４月９日まで

道議は４月２日から４月９日まで

時間 午前８時30分から午後８時まで

平
成
23
年
１
月
１
日
以
降

の
転
入
者
の
投
票
方
法

４
月
10
日
は
、
北
海
道
知
事
、
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
願
い
を
道
政
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
せ
ず
に
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
！

４月10日は、北海道知事、 道議会議員選挙の投票日です

→ → → → → → →
選挙に関するお問い合わせは、津別町選挙管理委員会まで

議会議事堂１階・町民懇談室 †76－2155（内線286・333）

投
票
の
で
き
る
人



今
回
の
地
方
集
計
に
よ
る
津
別
町
の

人
口
は
５
６
４
６
人
で
、
前
回
、
平
成

17
年
の
調
査
と
比
較
す
る
と
５
７
６

人
、
９
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

人
口
が
最
も
多
か
っ
た
昭
和
35
年
の

１
５
６
７
６
人
と
今
回
を
比
較
す
る
と

64
％
の
人
口
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
別
に
見
る
と
（
次
ペ
ー
ジ
表

１
参
照
）
人
口
が
増
加
し
て
い
る
地
域

は
、
旭
町
第
１
・
２
、
達
美
町
、
上
美

都
、
木
樋
、
布
川
の
わ
ず
か
６
自
治
会

で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
で
実

施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
地
方
集
計
結
果
（
概
数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

津
別
町
の
人
口
は
５
６
４
６
人
、
世
帯
数
は
２
３
６
４
世
帯
で
す
。

前
回
の
調
査
と
比
較
す
る
と
人
口
で
５
７
６
人
、
世
帯
数
で
１
４
４
戸

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

津
別
町
の
人
口
は
５
６
４
６
人

５
年
前
調
査
か
ら
９
％
減

ほ
と
ん
ど
の
自
治
会
で
人
口
の

減
少
が
拡
大

世
帯
数
は
前
回
の
６
％
減
、

平
均
世
帯
員
数
も
減
少

� � �

単位：人

自 治 会 別 世 帯 数 と 人 口 （地方集計）

昭和35年

2,615

平成２年 平成７年

2,508

平成12年

2,364

平成17年

2,651

3,126

0

単位：世帯

人口

世帯数

国勢調査の世帯数と人口の推移

5,000

15,000

10,000

20,000

2,000

2,500

3,000

3,500

※地方集計のため、総務省統計局が公表する数値と異なる場合があります。

表１

グラフ１

2,721

15,676

8,061
7,380

6,789
6,222

5,646

平成22年

※世帯数及び人口は、集計方法が異なるため、自治会員数など他の資料と差が生じる場合があります。

速 報

世
帯
数
は
、
２
３
６
４
戸
で
前
回

調
査
の
２
５
０
８
戸
と
比
較
す
る
と

６
％
、
１
４
４
戸
が
減
少
し
ま
し
た
。

市
街
地
自
治
会
で
、
前
回
調
査
に

比
べ
減
少
率
が
高
い
の
は
緑
町
第
３

（
17
戸
・
23
％
）、西
町（
14
戸
・
15
％
）、

東
町
（
14
戸
・
12
％
）
で
、
こ
れ
以

外
の
市
街
地
自
治
会
で
も
減
少
に
な

っ
て
い
ま
す
。

逆
に
人
口
減
少
が
大
き
く
進
ん
で
い

る
地
域
は
、
豊
永
第
４
、
西
町
、
活
汲

中
央
の
自
治
会
で
す
。
豊
永
第
４
で
は

41
人
で
11
％
、西
町
で
は
39
人
で
19
％
、

活
汲
中
央
で
は
37
人
で
14
％
と
、
大
き

な
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
岐
市
街
（
12
戸
・
23
％
）、

相
生
中
央
（
14
戸
・
22
％
）
で
は
、

人
口
の
減
少
と
同
様
に
世
帯
数
も
大

き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

１
世
帯
あ
た
り
の
平
均
世
帯
員
数

は
２
・
４
人
で
、核
家
族
化
と
と
も
に
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
自
然
減
や
就
職
、

進
学
な
ど
に
よ
る
若
年
者
の
流
出
、

高
齢
者
の
長
期
入
院
な
ど
の
増
加
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

こ
の
調
査
は
今
後
、
国
（
総
務
省

統
計
局
）
に
お
い
て
、
人
口
構
成
や

産
業
、
就
業
構
造
な
ど
の
分
析
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
は
、
今
後
の
国
・

都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
計
画
の
策

定
な
ど
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

平成平成2222年国勢調査年国勢調査



表１　人件費の状況　　　　　　 （地方財政状況調べ：普通会計）

・特別職に支給される給料、報酬などを含む。

区　　　　分
経　　験　　年　　数

５年以上10年未満

一般行政職
大学卒

高校卒

技能労務職 高校卒

－ 277,633円

－

10年以上15年未満

表３ 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

359,325円 341,347円

一 般 行 政 職

平均給料月額 平均年齢

技 能 労 務 職

47.1歳

区 分

津 別 町

※ 国家公務員行政職 (一) 月額俸給＋地域手当　360,640円　41.9歳

48.3歳

平均年齢平均給料月額

表４ 職員の平均給料月額と平均年齢の状況　　

5,676万1千円 1億9,332万1千円4億6,119万4千円 7億1,127万6千円

表２　職員給与費の状況（一般会計当初予算） （特別職を除く）

区 分
給　　　　　与　　　　　費職員数

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B)

１人当たり
給与費
（B／A）

(A)

677万円

・職員手当は、退職手当、期末・勤勉手当を除いた諸手当の総額です。
・給与費は当初予算に計上した額で、教育長を含んでいます。

平　成
21年度 105人

表７　主な職員手当の内容

q扶養手当 （平成22年４月１日現在）

配偶者がない場合

扶養親族でない配偶者を有する場合

配 偶 者 第 1 子

13,000円 6,500円 6,500円

｜ 11,000円 6,500円

｜ 6,500円

第 2 子世　帯　の　形　態

w住居手当

◆借家等の場合（家賃が12,000円を超えるものに限る）

家賃の額に応じて、27,000円を限度に支給する。

◆自宅の場合　　　　 2,500円 (新築、購入後５年間に限り1,500円加算)

他の助成制度を受けている場合は1,900円

常任委員長

町　　長

副 町 長

教 育 長

議　　長

副 議 長

議　　員

給
　
　
　
料

報
　
　
　
酬

区　　分 給料月額等 期末手当

710,000円

600,000円

535,000円

278,000円

222,000円

199,000円

183,000円

6月期

1.95月分

12月期

2.20月分

計

4.15月分

表５　特別職の給料・報酬の状況　
（平成22年４月１日現在）

区　　分

大 学 卒

級・号俸

短 大 卒

高 校 卒

決定初任給

一
般
行
政
職

１級25号俸

１級15号俸

１級５号俸

172,200円

152,800円

140,100円

表８　初任給の状況
（試験採用：平成22年4月1日現在）

e期末・勤勉手当の年間支給割合
（平成22年4月1日現在）

12月

６月

計

1.25カ月分

1.50カ月分

2.75カ月分

0.70カ月分

0.70カ月分

1.40カ月分

区　分 期　末 勤　勉 職務加算

有

津　別　町　と　同　じ

津
　
別
　
町

国

表９　部門別職員数の状況
（定員管理調査　各年4月1日：人）

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門

特
別
行

政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

教　　育

水　　道

下 水 道

そ の 他

小　　計

合　　　　計

区　　　分

部　　　門

職　員　数 対前年増減数

22年 21年 20年

2 2 2 0 ０　 0

33 32 31  1 1  1

5     5      5         ０ ０ ０

3         3    3   0     0     -1

1    1         1    0    0 0

21 22 26 -1 －4   0 

2         2        2  0    0 0

15 16 16 －1  0     -2

７ 7      7    0     0     1 

17 17 18   0 -1 0

9 10 10 -1 0   0  

25 26 30 －1 －4    -1

89  89   90 0  －1 2     

129   131   136   －2   －5   －1

扶養親族である配偶者を有する場合

22年 21年 20年

14 14 15 0  -1   0    

給与実態調査
（平成22年4月1日現在）

6,500円

※満15歳から22歳の子については、5,000円を加算する。

給与実態調査
（平成22年4月1日現在）

※職務加算（５～15％、国は5～20％）

平成21年度決算の人件費は、町の歳

出総額の17.1％を占めています。

人件費とは、職員や特別職（町長、

副町長、議員、各種委員など）に支給

される給料や報酬のほか、使用者が負

担する健康保険や退職手当といった共

済費なども含まれます。

給与費とは人件費の中の職員給与と

諸手当の合計です。

この給与費の平成22年度の一般会

計における予算状況は、合計で６億

8,465万３千円。内訳は表２のとおり

となっています。

職員手当には、期末・勤勉手

当、扶養手当、住居手当、通勤

手当など、いろいろな種類があ

ります。そのうち一番大きい

ものが、民間の賞与に当たる

期末・勤勉手当です。町の職

員の場合は、あらゆる手当の

支給割合又は額が条例で定め

られています。例えば期末手

当は年間で2.75月分、勤勉手

当が１.4月分で合計4.15月とな

っていましたが、22年中に3.95

月と改正されました。

主な職員手当の内容は表７

のとおりです。表７以外にも

通勤手当、特殊勤務手当、管

理職手当、寒冷地手当などが

支給されています。

平成22年４月１日現在の職員

数は、129人です（教育長を含

む）。平成21年度と比べ、2人の

減となっています。これらの職

員の部門別配置は、表9、また

職務、職階を表す級別の状況は

表10のとおりです。

なお、表9、表10の職員数と

は、地方公務員の身分を持って

いる職員の人数です。身分を持

つ休職者や派遣職員などは含ま

れますが、臨時職員や非常勤職

員は除かれます。

ラスパイレス指数とは、一般

行政職の給与水準を比較するた

めに用いられる指数です。地方

公共団体の一般行政職員の学歴

別・経験年数別の構成など国と

同一と仮定し、国の平均給与額

を100として算出しています。

津別町および近隣自治体の指

数は表６のとおりです。

町長、副町長、教育長、議会議員の

給料月額等と期末手当の支給割合は、

表５のとおりです。

5,777万4千円 1億7,445万9千円4億5,242万円 6億8,465万3千円 658万円平　成
22年度

104人

15年以上20年未満 20年以上25年未満

205,400円

－－

318,757円 －

275,900円

263,267円 309,300円

318,867円

※ － 表示は該当者なし。

公表します

表10 級別職員数の状況（教育長を除く） （平成22年4月1日現在）

標 準 的 な

業 務 内 容

職　　員　　数

構　　成　　比
平　成
21年度

区　　　 分 １　　　　級

主　事・技　師
保健師・公務補
技　手・介護員
栄養士・看護師
調理員

5 人
3.8  %
8 人
6.2 %

２　　　　級

0 人
0.0 %
1 人
0.8 %

３　　　　級

主　任・主任技手
主 任 介 護 員
主 任 調 理 員
主 任 公 務 補

40 人
30.8 %
39 人
30.5 %

65 人
50.0 %
60 人
46.9 %

５　級

課　　長

主　　幹

10 人
7.7 %
11 人
8.6 %

６　級

課　長

10 人
7.7 %
9 人
7.0 %

計

130 人
100 %
128 人
100 %

４　　　　級

職　　員　　数
構　　成　　比

平　成
22年度

主　事・技　師
保健師・公務補
技　手・介護員
栄養士・看護師
調理員

主　査
主 任 技 手
主 任 介 護 員
主 任 調 理 員
主 任 公 務 補

区　分 歳出総額（A） 人件費（B） 人件比率（B／A）

平成21年度 61億275万円 10億4,441万9千円 17.1％

人　件　費

給　与　費

特別職の給与・報酬等

ラスパイレス指数

津 別 町

市町村名
ラスパイ
レス指数

小清水町

市町村名

1 0 0 . 0

ラスパイ
レス指数

美 幌 町

北 見 市 網 走 市

北 海 道

置 戸 町

大 空 町 訓子府町

国

9 7 . 1

9 7 . 3

9 8 . 6

9 9 . 61 0 2 . 8

9 6 . 5 9 7 . 0

9 6 . 4

9 2 . 8

表６　ラスパイレス指数　
（平成22年４月１日現在）

斜 里 町清 里 町 9 6 . 4 9 6 . 7

職 員 手 当

職員数の状況

役役役役場場場場職職職職員員員員のののの給給給給与与与与はははは、、、、そそそそのののの職職職職務務務務にににに応応応応じじじじたたたた給給給給料料料料とととと諸諸諸諸手手手手当当当当かかかかららららななななっっっってててておおおおりりりり、、、、国国国国家家家家公公公公務務務務員員員員ややややほほほほ

かかかかのののの地地地地方方方方公公公公共共共共団団団団体体体体職職職職員員員員ななななどどどどのののの給給給給与与与与ととととのののの均均均均衡衡衡衡ななななどどどどにににに考考考考慮慮慮慮ししししたたたた上上上上でででで決決決決めめめめらららられれれれてててておおおおりりりり、、、、町町町町議議議議会会会会

でででで議議議議決決決決さささされれれれたたたた条条条条例例例例にににに基基基基づづづづきききき支支支支給給給給さささされれれれてててていいいいまままますすすす。。。。

町町町町ででででははははそそそそのののの職職職職員員員員のののの給給給給与与与与ななななどどどどのののの状状状状況況況況ににににつつつついいいいてててて、、、、町町町町民民民民のののの皆皆皆皆ささささんんんんにににに対対対対ししししてててて、、、、毎毎毎毎年年年年、、、、そそそそののののああああらららら

ままままししししをををを公公公公表表表表ししししてててていいいいまままますすすす。。。。
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すすすす。。。。３３３３月月月月中中中中にににに更更更更新新新新予予予予定定定定でででですすすすののののででででどどどどううううぞぞぞぞごごごご覧覧覧覧くくくくだだだだささささいいいい。。。。
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職職職職員員員員給給給給与与与与ののののああああららららまままましししし

※ 期末手当は平成22年に3.95月分と

改正されました



ま
ち
な
か
団
地
の
１
月
当
り
の
家
賃
は
、

平
面
図
下
に
記
載
の
と
お
り
で
す
。
同
じ
部

屋
数
で
も
、
Ａ
棟
と
Ｂ
棟
で
家
賃
に
差
が
あ

る
の
は
、
専
用
面
積
が
違
う
た
め
で
す
。
ま

た
家
賃
に
幅
が
あ
る
の
は
、
入
居
者
の
世
帯

収
入
に
よ
り
変
わ
る
た
め
で
、
入
居
時
に
改

め
て
算
定
し
決
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
収
入

の
上
限
額
を
表
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
の

収
入
が
あ
る
場
合
は
、
入
居
資
格
が
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

建
替
え
に
よ
り
入
居
す
る
人
は
、
以
前
の

町
営
住
宅
と
比
べ
家
賃
が
急
激
に
高
く
な
る

こ
と
か
ら
、
激
変
緩
和
と
し
て
５
年
間
、
家

賃
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

家
賃
の
ほ
か
ま
ち
な
か
団
地
で
は
、
共
益

費
と
し
て
４
０
０
円
、
自
家
用
車
の
あ
る
人

は
１
台
当
た
り
３

０
０
円
の
駐
車
場

使
用
料
が
、
毎
月

か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
入
居
時
に
は

敷
金
（
正
規
家
賃

の
３
月
分
）
も
納

入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
建
替
え

入
居
の
場
合
は
、

前
の
町
営
住
宅
の

敷
金
と
の
差
額
を

納
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
可
能
で

す
。

建
設
中
の
ま
ち
な
か
団
地
の
完
成
は
、
３

月
下
旬
の
予
定
で
す
。
優
先
さ
れ
る
人
の
入

居
は
、
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
程
度
の
予

定
で
す
。
一
般
公
募
に
よ
る
入
居
は
、
優
先

入
居
者
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
公
募
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
少
し
遅
く
な
り
ま
す
。

公
募
の
場
合
は
申
込
期
間
を
設
け
て
募
集
を

し
ま
す
の

で
、
そ
の
期

間
内
に
応
募

し
て
く
だ
さ

い
。 津

別
町
の
町
営
住
宅
（
公
営
住
宅
）
は
、

古
く
は
昭
和
30
年
か
ら
建
設
が
始
ま
り
ま
し

た
。
最
終
は
平
成
８
年
に
建
設
さ
れ
た
豊
永

団
地
の
戸
建
の
住
宅
で
す
が
、
旭
町
や
西
町

な
ど
市
街
地
内
の
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
は
昭
和

30
年
代
の
建
設
で
す
。
こ
の
た
め
町
は
、
今

後
古
い
住
宅
を
壊
し
、
新
し
く
建
替
え
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
第
一
号
が
、
旧
営
林
署
跡
に
建
設
中

の
ま
ち
な
か
団
地
で
す
。
18
戸
の
建
設
計
画

の
う
ち
、
12
戸
が

ま
も
な
く
完
成
し

ま
す
。
ま
ち
な
か

団
地
は
、
全
体
で

46
戸
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在

旭
町
団
地
が
建
っ

て
い
る
場
所
を
取

り
壊
し
て
同
じ
場

所
に
建
設
さ
れ
る

20
戸
と
合
わ
せ

て
、
旭
町
地
区
で

は
将
来
、
66
戸
の

団
地
の
形
成
を
目

指
し
ま
す
。

完
成
間
近
の
町
営
住
宅
に
は
、
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
３
つ
の
間
取
り
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
設
戸
数
は
５
戸
、
５

戸
、
２
戸
で
す
。
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
単
身
者
用
、

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
夫
婦
ま
た
は
家
族
用
、
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
家
族
用
で
す
。

入
居
者
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
な
か
団
地
は

建
替
え
住
宅
の
た
め
、
建
替
え
の
対
象
と
な

る
町
営
住
宅
の
入
居
者
の
方
が
優
先
に
な
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
平
成
25
年
に
取
り
壊

す
予
定
の
旭
町
団
地
入
居
者
の
人
が
優
先
さ

れ
ま
す
。
旭
町
団
地
の
入
居
者
で
住
宅
が
埋

ま
ら
な
か
っ
た
場
合
に
、
一
般
公
募
に
な
り

ま
す
。

入
居
は
、
町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

の
協
議
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
す
で
に

町
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
は
、
特
別

な
事
情
が
な
い
か
ぎ
り
入
居
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
建
設
課
水
道
施
設
グ
ル
ー
プ

住
宅
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
５

５
・
２
５
２
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

旭
町
に
66
戸
の
団
地
形
成

を
目
指
す

入
居
対
象
者

家
賃
な
ど
の
入
居
費
用
は
？

※表中の収入金額は給与所得控除前の金額（給与等の支払い金額）、括弧書きは給与所得控除後の所得金額です。

※この表は、所得のある方が１人で、給与所得の場合です。入居の特例は身体障害者の方などが入居される場合に

適用されます。

＜収入の上限額＞

旧営林署に現在建設中のまちなか団地

旧
営
林
署
跡
に
建
設
中
の
ま
ち

な
か
団
地
の
完
成
は
、
３
月
下
旬

の
予
定
で
す
。
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
３
つ
の
間
取

り
が
あ
り
、
18
戸
の
建
設
計
画
の

う
ち
、
12
戸
が
完
成
し
ま
す
。

な
お
、
入
居
者
に
つ
い
て
は
、

建
て
替
え
の
対
象
と
な
る
町
営
住

宅
の
入
居
者
が
優
先
に
な
り
ま

す
。

入
居
時
期
と
一
般
公
募

Ａ棟　３ＬＤＫ住宅種類 Ａ棟　２ＬＤＫＡ棟　１ＬＤＫ

平 面 図

建設戸数

家賃(月額)

３　　戸 ３　　戸 １　　戸

18,800円～28,000円 22,700円～33,800円 27,100円～40,300円

住宅種類

平 面 図

建設戸数

家賃(月額)

Ｂ棟　１ＬＤＫ Ｂ棟　２ＬＤＫ Ｂ棟　３ＬＤＫ

79.89G（24.16坪）67.04G（20.27坪）55.51G（16.79坪）

54.71G（16.54坪） 66.25G（20.04坪） 79.09G（23.92坪）

２　　戸 １　　戸２　　戸

18,500円～27,600円 22,400円～33,400円 26,800円～39,900円



後後後後期期期期高高高高齢齢齢齢者者者者医医医医療療療療制制制制度度度度ののののおおおお知知知知ららららせせせせ
～保険料のお支払い方法について～

◆
保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方
は
「
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
（
特
別
徴

収
）」
と
「
納
付
書
・
口
座
振
替
に
よ
る
お
支
払
い
（
普
通

徴
収
）」
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

からのお支払いとなります。

●お手続きの必要はありません。

・なお、次の方は特別徴収に該当せず、普通徴収になります。

●受給している年金額が、年額18万円未満の方

●介護保険とあわせて保険料が年金支給の半分を超える方

※この制度に加入してからおよそ半年間は、年金からのお支払い

ができません。「納付書」や「口座振替」でお支払いください。

による金融機関でのお支払い。

●口座振替に切り替わるまで、数ヶ月のお時間が必要となります。

年　金特

別

徴

収

普

通

徴

収

納付書・口座振替

※国民健康保険税を口座振替していた方でも自動的に継続されま

せん。改めて手続きが必要です。

◆
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
付
書
払
い
で
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
ご
自
分
の
お
支
払
い
方
法
に
つ
い

て
は
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
（
納
入
通
知
書
）

を
ご
確
認
下
さ
い
。

◆
保
険
料
の
お
支
払
い
を
「
口
座
振
替
」
に

変
更
で
き
ま
す

●
納
付
書
、
年
金
で
お
支
払
い
の
方
は
、
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
「
年
金
」
の
お
支
払
い
か
ら
変
更
で
き
る
時
期

は
、
申
し
出
の
時
期
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

お 問 い　 合 わ　 せ　 先

北海道後期高齢者医療広域連合

住所　〒060－0062
札幌市中央区南２条西14丁目
国保会館６階
†011－290－5601

津別町役場保健福祉課

後期高齢者医療担当　6番窓口

†76－2151(内線228・229)

●
税
申
告
の
際
「
社
会
保
険
料
控
除
」
は
、
保
険
料

を
お
支
払
い
す
る
方
（
口
座
名
義
人
）
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

お
申
し
出
の
際

に
は
「
本
人
の
保

険
証
、
預
金
通
帳
、

お
届
け
印
」
が
必

要
で
す
。

「
口
座
振
替
」
を

ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
役
場
後
期
高

齢
者
医
療
担
当
窓

口
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

調査内容
アンケート調査票への記入、採血、採尿、毛髪採取など

北見市内の産科に通院し、出産

予定日が2011年８月以降の方

2011年２月３日（木）～2013

年12月（予定）まで

対象となる方

募集期間

申込方法
中村病院、北見赤十字病院と北見市保健センターに調

査説明員が待機しています。調査内容の説明を受けて、

ご協力いただける方に参加していただきます。

その他
ご協力内容に応じて、謝礼として金券等を贈呈

問い合わせ先
エコチル調査コールセンター　†0120-53-5252

北海道ユニットセンター　　　†011-706-4747

平
成
23
年
１
月
か
ら
環
境
省
「
子
ど

も
の
健
康
と
環
境
に
関
す
る
全
国
調
査

（
エ
コ
チ
ル
調
査
）」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

近
年
、
生
活
環
境
中
の
有
害
物
質
が

子
ど
も
達
の
発
達
や
成
長
に
影
響
を
与

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
子
ど
も
の
ぜ
ん

息
や
ア
ト
ピ
ー
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
環
境
省
で

は
子
ど
も
の
健
康
と
環
境
と
の
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
に
ユ
ニ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
拠
点
を
設
置
し
、

そ
の
地
域
で
生
ま
れ
て
く
る
10
万
人
の

赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
に
、
胎
児
期
か
ら
13

歳
に
達
す
る
ま
で
成
長
・
発
達
を
見
守

り
な
が
ら
調
査
を
行
い
ま
す
。

北
海
道
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
北
見
地

区
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
（
日
本
赤
十
字
北
海

道
看
護
大
学
）
で
は
、
北
見
市
と
そ
の

周
辺
自
治
体
（
訓
子
府
町
、
置
戸
町
、

津
別
町
、
美
幌
町
）
や
北
見
市
の
医
療

機
関
と
連
携
し
て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
達
の
た
め
に
、
よ
り
良
い
未

来
と
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
エ
コ
チ
ル

調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

旭
町
と
本
町
に
、
単
身

高
齢
者
向
け
の
町
有
住
宅

が
完
成
し
ま
し
た
。
戸
数

は
、
旭
町
が
２
棟
６
戸
、

本
町
が
１
棟
３
戸
で
す
。

こ
の
住
宅
は
、
地
域
活
性

化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
60
歳
以

上
の
単
身
高
齢
者
向
け
の

住
宅
と
し
て
建
設
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
町
営
住

宅
の
建
替
え
事
業
に
お
い

て
、
単
身
高
齢
者
の
移
転

を
推
進
す
る
と
い
う
目
的

も
あ
り
ま
す
。

入
居
対
象
者
は
、
60
歳

以
上
の
単
身
高
齢
者
で
、

町
営
住
宅
の
収
入
分
位
で

１
分
位
に
該
当
す
る
月
額

収
入
が
10
万
４
千
円
以
下

の
人
で
す
が
、
移
転
推
進

の
た
め
、
当
初
は
旭
町
、

西
町
団
地
の
入
居
対
象

者
を
優
先
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

住
宅
の
内
容
は
、
戸

あ
た
り
約
38
平
方
メ
ー

ト
ル
の
広
さ
。
間
取
り

は
１
ル
ー
ム
で
、
FF
式

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
石
油
給

湯
器
、
洗
面
台
、
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
、
洋
式
水
洗
ト
イ

レ
な
ど
が
完
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

家
賃
は
、
月
額
１
万
５

千
円
で
す
が
、
入
居
者
の

認
定
収
入
額
に
よ
り
減
額

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
認
定
収
入
額
に
は
、

課
税
対
象
と
な
る
一
般
的

な
収
入
の
ほ
か
、
非
課
税

の
遺
族
年
金
や
恩
給
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
ほ

か
毎
月
、
共
益
費
と
し
て

４
０
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
住
宅
は
特

定
の
目
的
住
宅
な
の
で
当

面
、
入
居
対
象
者
以
外
は

申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
町
有
住
宅
の
た
め
公

募
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
入
居
に
つ
い
て

は
対
象
者
の
申
込
み
に
よ

り
随
時
審
査
し
、
決
定
し

ま
す
。

入
居
対
象
は
60
歳
以
上
の
単
身
高
齢
者

単
身
高
齢
者
向
け
の

町
有
住
宅
が
、
旭
町
に

２
棟
６
戸
、
本
町
に
１

棟
３
戸
完
成
し
ま
し
た

の
で
、
内
容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

旭旭旭旭町町町町のののの町町町町有有有有住住住住宅宅宅宅

本本本本町町町町のののの町町町町有有有有住住住住宅宅宅宅



２
月
４
日
、
５
日
、
元
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
（
斜

面
を
滑
り
降
り
る
ス
キ
ー
競
技
）
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
「
川
端
絵
美
」
さ
ん
の
ス
キ
ー
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
４
日
、
学
校
ス
キ
ー
授
業
の
講
師
と
し
て
、

今
年
は
活
汲
小
学
校
の
児
童
24
名
に
、
北
見
市
若

松
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
熱
心
な
指
導
を
さ
れ
、
終

了
後
は
学
校
に
戻
り
、
児
童
と
給
食
を
食
べ
て
交

流
を
図
り
ま
し
た
。

２
月
５
日
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
、

ア
ソ
ビ
バ
つ
べ

つ
事
業
（
社
会

教
育
課
主
催
）

の
講
習
会
に

は
、
町
内
の
小

学
生
41
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し

た
。参

加
し
た
児

童
は
、
北
国
の

ス
ポ
ー
ツ
・
ス

キ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。

２
月
11
日
、
津
別
小
学
校
小
グ
ラ
ン
ド
で
、
親

子
で
冬
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
第
８
回
子
ど
も
冬
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
お
祭
り
に
は
、
１
５
０
人
の
児
童
と
５

０
人
の
保
護
者
が
訪
れ
、
会
場
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
催
し
で
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
雪
上
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
行
う

「
ゴ
ル
フ
ポ
ッ
カ
」
や
例
年
大
人
気
の
「
氷
柱
抱
き

つ
き
」、
雪
球
標
的
落
と
し
、
長
く
つ
飛
ば
し
な
ど

た
く
さ
ん
の
ゲ
ー
ム
が
あ
り
、
元
気
に
遊
ぶ
多
く

の
子
ど
も
達
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

校
舎
入

り
口
前
に

設
置
さ
れ

た
テ
ン
ト

に
は
、
暖

か
い
牛
乳

や
コ
コ
ア

も
用
意
さ

れ
、
冬
の

１
日
を
楽

し
く
過
ご

し

ま

し

た
。

１
月
28
日
、
津
別
町
林
業
研
修
会
館

で
「
地
球
環
境
と
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
環
境
講
演
会
（
津

別
町
環
境
衛
生
推
進
協
議
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
、
約
30
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

講
師
に
は
、
世
界
１
０
０
ヶ
国
を
旅

し
て
き
た
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
（
環
境
保
護

に
努
め
る
人
）
の
松
本
英
揮
さ
ん
が
招

か
れ
、
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
な
が
ら
欧
州

環
境
先
進
国
の
エ
コ
対
策
や
ド
イ
ツ
の

持
続
可
能
森
林
政
策
な
ど
を
説
明
。

「
未
来
あ
る
子
ど
も
達
に
資
源
の
大
切

さ
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と

参
加
者
に
呼
び
か
け
、
環
境
に
優
し
い

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

t
t

資
源
の
大
切
さ
を
知
る

環
境
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

夫
婦
仲
良
く
元
気
に

長
寿
者
夫
婦
の
集
い
が
開
催

元
日
本
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技
選
手

川
端
絵
美
さ
ん
の
ス
キ
ー
講
習
会
開
催

食
事
を
見
直
し
た
い
方
を
対
象
に

「
食
べ
方
教
室
」
が
開
催

２
月
２
日
、
町
民
会
館
・
講
堂
で

ご
夫
婦
の
年
齢
が
１
４
０
歳
以
上
の

方
々
を
対
象
に
し
た
「
長
寿
者
夫
婦

の
集
い
」（
津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
）
が
32
組
、
64
名
の
方
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
活
汲
駐
在
所
の
成
田
英

聡
巡
査
部
長
の
、
交
通
安
全
と
振
り

込
み
詐
欺
の
防
止
の
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
８
チ
ー
ム
対
抗
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
「
玉
入
れ
」
ゲ
ー

ム
が
行
わ
れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

昼
食
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
用
意
し
た
寄
せ
鍋
を
囲
み
、
色
々

な
話
を
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

１
月
24
日
、
町
民
会
館
・
和
室
で
「
食

べ
方
教
室
」（
保
健
福
祉
課
・
健
康
医
療

グ
ル
ー
プ
主
催
）
が
、
40
歳
か
ら
70
歳
で

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
た
い
方
、
食
事
を

見
直
し
た
い
方
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。参

加
者
は
、
電
卓
を
使
っ
て
自
分
の
身

長
か
ら
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
（
カ
ロ
リ

ー
）
を
計
算
し
、
一
日
の
食
品
の
基
準
量

を
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
自
分
に
見
合
っ
た
ご
飯
の
量
を

計
量
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
調
理

し
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
１
食
分
の
、
減
塩

で
食
物
繊
維
た
っ
ぷ
り
の
美
味
し
く
工
夫

さ
れ
た
食
事
を
試
食
し
、
普
段
の
食
事
と

比
較
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

鬼
は
そ
と
、
福
は
う
ち

豆
ま
き
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

冬のスポーツ！ゴールを目指す

町民スケート、スキー大会開催

低い姿勢でゴールを目指します 氷の上を舞うような滑りでした

１月17日、札幌市で行われた第７回北海道小学

生ソフトテニスインドア選手権大会の小学４年生

以下男子の部で、佐藤竜斗君・中山玲音君のペア

が３位に入賞し、全国大会の出場が決定しました。

また、１月11日には札幌市で行われた第25回

全道リコーダーコンテストで活汲小中学校が、中

学生部門で金賞に輝き、９回連続の全国大会出場

を決めました。

佐藤多一町長は「こちらで応援していますので、

体に気をつけ、全国大会でも頑張ってください」

と全国での活躍を期待して、激励の言葉を贈りま

した。

北
国
の
冬
を
楽
し
む

子
ど
も
冬
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

全国大会に向け抱負を語る活汲リコーダー

第34回・町民スケート大会と町民スキー大会

が開催されました。

１月23日、町民スケートリンクで行われた町

民スケート大会には、町内の小中学生、一般の

方あわせて23名が参加し、厳しい寒さの中、選

手は大きな声援を受け、ゴールを目指し懸命に

滑っていました。

２月６日は共和のファミリースキー場で、町

民スキー大会が行われ、小学生28名が回転競技

に参加し、低い姿勢でタイムを競いました。競

技終了後には「川端絵美」さんとのジャンケン

大会も行われ、勝利すると大きな歓声が上がっ

ていました。

２
月
３
日
、
児
童
館
「
つ
べ
つ
ん
」

２
階
で
、「
節
分
の
日
・
豆
ま
き
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

節
分
は
、
毎
年
恒
例
の
行
事
で
「
季

節
を
分
け
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

節
分
の
翌
日
が
立
春
。
ま
か
れ
た
豆
を

自
分
の
年
齢
（
数
え
年
）
の
数
だ
け
食

べ
る
と
、
体
が
丈
夫
に
な
る
と
言
う
風

習
が
あ
り
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
児
童
教
育
指
導
員
の

百
瀬
さ
ん
か
ら
節
分
の
由
来
に
つ
い

て
、
話
を
聞
い
た
後
「
鬼
は
そ
と
、
福

は
う
ち
」
の
大
き
な
掛
け
声
で
、
逃
げ

る
鬼
に
向
か
っ
て
豆
ま
き
を
体
験
し
、

そ
の
後
、
豆
を
拾
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

全国大会を前に緊張を隠せない佐藤・中山ペア

勝利を胸に全国大会へ挑む

ソフトテニス、活汲リコーダー全国出場決定！



介
護
保
険
制
度
が
普
及
す
る
中
、
高

齢
者
に
対
す
る
虐
待
が
社
会
的
な
問
題

と
な
り
、
平
成
18
年
に
『
高
齢
者
虐
待

防
止
法
』
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
は
、
介
護
者

が
病
気
や
介
護
疲
れ
に
よ
り
身
体
的
・

精
神
的
問
題
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
場
合

や
、
家
庭
の
問
題
で
家
族
関
係
が
不
安

定
に
な
っ
た
り
社
会
的
に
孤
立
し
て
し

ま
っ
た
場
合
な
ど
、
複
雑
な
要
素
が
重

な
り
発
生
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
①
身
体

的
虐
待
（
た
た
く
、
け
る
な
ど
）、
②

心
理
的
虐
待
（
怒
鳴
る
、
無
視
す
る
な

ど
）
、
③
介
護
世
話
の
放
棄
・
放
任

（
食
事
を
与
え
な
い
、
必
要
な
介
護
を

受
け
さ
せ
な
い
な
ど
）、
④
経
済
的
虐

待
（
年
金
を
無
断
で
使
う
、
了
解
な
し

に
財
産
を
処
分
す
る
な
ど
）、
⑤
性
的

虐
待
（
本
人
が
嫌
が
る
性
的
行
為
、
失

禁
し
た
罰
に
裸
で
放
置
す
る
な
ど
）
を
、

高
齢
者
虐
待
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や

医
療
機
関
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
、
自
治
会
な
ど
と
協
力
し
て
高
齢

者
の
虐
待
防
止
、
虐
待
を
受
け
た
高
齢

者
の
保
護
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
た

め
、「
津
別
町
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
平
成
19
年
12
月
に

設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
虐
待
を
未
然
に
防

い
だ
り
、
虐
待
事
例
が
発
生
し
た
際
の

早
期
発
見
・
対
応
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

虐
待
の
防
止
や
早
期
発
見
の
た
め
に

は
、
地
域
の
皆
様
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。皆

さ
ん
の
ま
わ
り
で
「
お
や
？
最
近

な
ん
だ
か
様
子
が
お
か
し
い
な
？
」
と

思
う
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？
隣
近

所
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
か
い
が
、
高

齢
者
と
介
護
者
を
救
う
き
っ
か
け
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
で
悩
ん
で
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
？
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

一
人
で
悩
ま

ず
、
下
記
の
窓

口
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ア
ロ
ニ
ア
は
「
北
ア
メ
リ
カ
東
部
原

産
の
バ
ラ
科
の
小
果
樹
で
、
健
康
食
品

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
果
実
で
、
近

年
、
道
内
で
栽
培
が
広
が
っ
て
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
た
。

平
成
14
年
、
ア
ロ
ニ
ア
の
共
同
研
究

の
た
め
、
北
海
道
津
別
ア
ロ
ニ
ア
研
究

会
（
代
表
浅
野
輝
明
）
を
設
立
。

「
津
別
ト
ラ
ッ
ク
㈱
会
長
の
浅
野
さ
ん

が
、
テ
レ
ビ
放
送
で
ア
ロ
ニ
ア
の
効
能

に
つ
い
て
知
り
、
栽
培
し
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
か
と
、
相
談
を
受
け
た
の
が
始
ま

り
で
す
」
と
話
す
。

栽
培
は
、
無
農
薬
で
化
学
肥
料
を
使

わ
ず
に
、
ア
ロ
ニ
ア
約
１
０
０
０
本
の

栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ア
ロ
ニ
ア
の
成
分
に
は
活
性
酸
素
を

除
去
す
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
と
カ
ロ
テ

ノ
イ
ド
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
て
、
老

化
防
止
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
等
の
効

果
が
期
待
さ
れ
、
な
か
で
も
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
の
一
種
で
あ
る
“
ア
ン
ト
シ
ア

ニ
ン
”
と
い
う
眼
精
疲
労
に
効
果
が
あ

る
成
分
が
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
約
２
倍

含
ま
れ
て
大
変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

　
栽
培
を
始
め
て
か
ら
昨
年
で
８
年
。

「
最
初
の
４
年
間
は
、
思
う
ほ
ど
実
が

生
ら
な
く
て
試
行
錯
誤
で
し
た
。
本
格

的
な
収
穫
は
平
成
19
年
か
ら
で
、
収
量

は
１
本
当
り
４
㎏
か
ら
4.5
㎏
で
、
毎
年
、

全
体
で
４
ｔ
以
上
を
収
穫
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

商
品
化
は
「
北
見
市
に
あ
る
北
海
道

立
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
地
域
食
品
加
工
技
術

セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
・
抜
山
嘉
友
さ
ん

の
指
導
、
助
言
を
受
け
て
、
ド
リ
ン
ク
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
ソ
ー
ス
、
ジ
ャ
ム
な
ど
に

加
工
し
、
販
売
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

北
海
道
が
推
進
し
て
い
る
「
食
ク
ラ

ス
タ
ー
構
想
」
で
、
道
産
果
実
の
ハ
ス

カ
ッ
プ
、
ア
ロ
ニ
ア
、
シ
ー
ベ
リ
ー
の

３
種
類
を
特
産
品
と
し
て
高
め
る
た

め
、
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
リ
ト
ル
ベ
リ

ー
ズ
」
が
作
ら
れ
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
な
ど
の
ほ
か
、
シ
ー
ル
を
商
品
容
器

に
張
っ
て
宣
伝
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

「
津
別
町
の
特
産
品
と
し
て
、
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
る
西

山
さ
ん
で
す
。

にしやま　たけし　さん／昭和７年２月、達美で生まれる／79歳
達美在住

さ
ん

津
別
産
健
康
果
実

「
ア
ロ
ニ
ア
」の
栽
培

西
山
　
　
健

【395】

お問い合わせ †76－2151 税務担当（220・221）
収納担当（218）

問い合わせ・相談窓口　津別町包括支援センター（役場内） † 76－2158 内線235

今
回
お
話
し
を
伺
っ
た
の
は
、
北
見

信
用
金
庫
津
別
支
店
に
務
め
て
２
年
目

に
な
る
竹
俣
真
依
さ
ん
で
す
。
小
学
校
、

中
学
校
を
津
別
町
で
過
ご
し
、
北
見
柏

陽
高
校
を
卒
業
後
、
北
海
道
武
蔵
女
子

短
期
大
学
で
英
文
学
科
を
専
攻
。
２
年

間
の
大
学
生
活
を
経
て
、
北
見
信
用
金

庫
に
就
職
。「
も
と
も
と
地
元
で
の
就

職
を
目
指
し
て
い
て
、
大
学
の
担
任
が

北
見
信
用
金
庫
を
勧
め
て
き
た
の
が
就

職
の
き
っ
か
け
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

現
在
、
担
当
し
て
い
る
仕
事
は
為
替

業
務
（
振
込
や
送
金
で
債
権
や
債
務
の

決
済
を
行
う
業
務
）
で
「
お
金
を
扱
っ

て
い
る
仕
事
な
の
で
、
慎
重
に
、
緊
張

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と

語
る
。

最
近
の
趣
味
は
買
い
物
と
話
す
竹
俣

さ
ん
。
昨
年
購
入
し
た
愛
車
の
ラ
パ
ン

で
月
に
１
回
札
幌
へ
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。「
海
外
旅
行
に
も
興
味
が
あ
り
、

最
初
は
韓
国
に
行
っ
て
、
慣
れ
た
ら
暖

か
い
所
に
行
き
ま
す
」（
笑
）。

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
伺

う
と
「
も
っ
と
親
し
み
や
す
く
、
信
頼

さ
れ
る
よ
う
な
職
員
を
目
指
し
ま
す
」

と
初
心
を
忘
れ
ず
日
々
努
力
さ
れ
て
い

る
竹
俣
さ
ん
で
し
た
。

お
客
様
に
親
し
ま
れ
る
職
員
を
目
指
し
ま
す

竹
俣
　
真
依

さ
ん

たけまた まい さん／昭和63年８月生まれ

北見信用金庫津別支店に勤務／東町

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
等
の
名

義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
は
お
済
で
し
ょ

う
か
。

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日

現
在
で
所
有
し
て
い
る
方
が
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
原
動
機
付
自
転
車
や

軽
自
動
車
等
を
譲
ら
れ
て
所
有
者
（
使
用

者
）
が
変
わ
っ
て
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
や
も
う
使
用
し
な
い
原
動
機
付
自
転
車

や
軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
今
年
も
課
税
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
は
名
義
変
更

や
廃
車
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
先
は
、
原
動
機
付
自
転
車
・
小

型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）
は
役

場
税
務
担
当
で
、
軽
自
動
車
は
軽
自
動
車

協
会
（
北
見
市
）
で
、
小
型
二
輪
は
北
見

陸
運
事
務
所
で
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
税
務
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
税
を
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と

本
税
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
未
納
の
税
金
が
な
い
か
お
確
か

め
の
上
、
未
納
分
は
早
急
に
納
付
願
い
ま

す
。
ま
た
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
放

置
せ
ず
収
納
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

原
付
や
軽
自
動
車
等
の

名
義
変
更
等
の
手
続
は
お
済

で
す
か

町
税
の
未
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か

地
域
で
高
齢
者
を
支
え
よ
う

〜
高
齢
者
虐
待
の
防
止
〜

高
齢
者
虐
待
と
は

高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

地
域
で
高
齢
者
を
支
え

ま
し
ょ
う



３
月
、
４
月
は
進
学
や
就
職
な

ど
で
転
出
・
転
入
が
多
く
な
る
時

期
で
す
。
住
所
を
移
さ
れ
る
方
は
、

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

虚
偽
の
届
け
出
防
止
の
た
め
、
す

べ
て
の
届
け
出
に
つ
い
て
届
出
人

の
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

転
入
・
転
出
の
届
け
出

役
場
で
転
出
の
届
け
出
を
し
、
転

出
証
明
書
（
転
出
先
の
市
町
村
役

場
へ
提
出
し
ま
す
）
を
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
印
鑑
登
録
証
（
転
出
す
る
方
）

・
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
）

・
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
、
老

人
医
療
費
受
給
者
証
、
介
護
保

険
者
証
な
ど

・
転
出
先
の
住
所

届
け
出
先
　
役
場
戸
籍
年
金
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
２
２
）

水
道
の
届
け
出

転
勤
・
就
職
等
異
動
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。
転
入
や
転
出

又
町
内
転
居
の
際
は
必
ず
水
道
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１
カ
月
以
上
家
を
留
守
に
す
る

場
合
は
、
事
前
に
給
水
停
止
手
続

き
を
し
て
お
く
と
、
留
守
の
間
は

水
道
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
先

役
場
上
下
水
道
担
当

†
76
―

２
１
５
１
（
内
線
２
５
３
）

電
気
の
届
け
出

北
海
道
電
力
へ
届
け
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
先
は
次
の
通
り
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
24
時
間
受
付
）

【h
ttp
://w

w
w
.h
e
p
co
.co
.jp

】

一
般
電
話
（
携
帯
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
可
）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

†
０
１
２
０
―

12
―

６
５
６
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
２
０
―

12
―

６
７
８
０
　

受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
ま
で
・
土
曜
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
ま
で

津
別
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
い
ち
い
の
園
」
で
は
代
替
介
護
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は

介
護
福
祉
士
も
し
く
は
２
級
ヘ
ル

パ
ー
以
上
の
資
格
を
有
し
、
週
３

日
程
度
勤
務
で
き
る
方
を
随
時
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

希
望
者
は
、
履
歴
書
を
「
い
ち

い
の
園
」
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

†
76-

３
２
０
５

平
成
23
年
度
の
奨
学
生
を
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限

４
月
15
日
ま
で

募
集
人
員

高
校
生
１
名
、
大
学
生

７
名
（
予
定
）

奨
学
金
の
額

▼
高
等
学
校
に
就

学
ま
た
は
在
学
の
方
は
１
カ
月

１
万
円
▼
大
学
・
専
門
学
校
に

就
学
ま
た
は
在
学
の
方
は
１
カ

月
２
万
５
千
円

申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
†
76
―

２
１
５
１

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ † 76－2151

FAX    76－2976

転
出
・
転
入
を
さ
れ
る
方

は
届
け
出
が
必
要
で
す

こ
ん
な
季
節
は
よ
く
滑
る
！

歩
行
者
も
車
も
気
を
つ
け
て

住民生活

グループ

†７６－２１５１

冬
の
寒
さ
は
峠
を
越
え
、
こ

れ
か
ら
次
第
に
気
温
が
上
が
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
ん
な
季
節
は
、

特
に
道
路
が
滑
り
ま
す
。
通
い

慣
れ
た
道
こ
そ
要
注
意
。
い
つ

も
な
ら
停
止
で
き
る
は
ず
の
ス

ピ
ー
ド
で
ブ
レ
―
キ
を
踏
ん
だ

は
ず
が
、
交
差
点
を
オ
ー
バ
ー

ラ
ン
。
思
わ
ず
ヒ
ヤ
っ
と
し
た

経
験
あ
り
ま
せ
ん
か
？
滑
る
か

も
し
れ
な
い
、
車
や
人
が
飛
び

出
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
か
も
し
れ
な
い
」
を
し
っ
か
り

頭
に
置
い
て
、
交
通
事
故
の
防

止
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

車
道
を
歩
く
歩
行
者
を
見
掛

け
ま
す
。
車
道
が
き
れ
い
に
除

雪
さ
れ
て
、
歩
道
よ
り
も
歩
き

や
す
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
車
道
は
車
が
走
る

と
こ
ろ
で
す
。
万
が
一
、
足
を

滑
べ
ら
せ
た
り
、
転
ん
だ
り
す

る
と
、
即
座
に
重
大
な
事
故
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

歩
道
を
歩
け
る
と
こ
ろ
は
、
必

ず
歩
道
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

◎空き巣の発生！

１月中、美幌町内の一般住宅に

おいて窓の施錠を外して侵入する

空き巣被害が１件発生しています。

◎事務所荒らしの発生！

１月中、美幌町内でガラスを割

って侵入する事務所荒らしが１件発生しています。

◎振り込め詐欺被害にご注意下さい！

コミュニティサイト等の非出会い系サイトに起因す

る児童の犯罪被害が急増しています。こうした犯罪被

害からお子さんを守るためには、サイトへの接続を制

限するフィルタリング設定が効果的で、青少年インタ

ーネット環境法においても、フィルタリング設定が保

護者の義務としています。お子さんを犯罪被害に遭わ

せないためにも、ご理解をお願いします。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

代
替
介
護
職
員
を
募
集

津
別
町
奨
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す

日
　
時

３
月
13
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
出
発

コ
ー
ス

中
央
公
民
館
正
面
入
口

か
ら
バ
ス
で
移
動
し
、
ラ
ン
プ

の
宿
奥
の
林
道
を
１
時
間
程
度

歩
く
ス
キ
ー
を
実
施
し
た
後
、

温
泉
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食

（
ま
た
は
弁
当
持
参
）
入
浴
。

参
加
費
　
無
料

※
各
自
で
傷
害
保
険
に
加
入

準
備
す
る
物
　
暖
か
い
服
装
、
飲

料
水
、
お
弁
当
（
ラ
ン
プ
の
宿

で
昼
食
、
入
浴
は
自
己
負
担
）、

歩
く
ス
キ
ー
板
な
ど

募
集
人
数
　
30
名
（
先
着
順
）

申
込
期
限
　
３
月
８
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

†
76-

２
７
１
３

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
の

期
限
が
３
月
15
日
（
火
）
、
消
費

税
（
個
人
事
業
者
）
の
確
定
申
告

と
納
税
の
期
限
が
３
月
31
日
（
木
）

に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
所
得

税
の
確
定
申
告
は
期
限
近
く
に
な

る
と
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
を
口
座
か
ら
引
落

す
振
替
納
税
を
利
用
す
る
と
所
得

税
は
４
月
22
日
（
金
）
、
消
費
税

は
４
月
27
日
（
水
）
に
引
落
し
に

な
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
住
民
生
活

課
税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
北
海
道
支
部
の
健
康
保
険

料
率
が
、
本
年
３
月
分
（
４
月
納

付
分
）
よ
り
９
・
６
０
％
（
現
行

９
・
４
２
％
）
に
変
わ
り
ま
す
。

協
会
け
ん
ぽ
の
財
政
状
況
は
、

累
積
赤
字
を
抱
え
る
中
、
毎
年
続

く
医
療
費
の
増
加
と
、
厳
し
い
経

済
状
況
を
反
映
し
て
保
険
料
収
入

の
基
礎
と
な
る
賃
金
水

準
が
落
ち
込
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

北
海
道
支
部
は
、
加

入
者
１
人
当
た
り
の
医

療
費
が
高
い
こ
と
か

ら
、
保
険
料
率
も
全
国

一
高
く
な
っ
て
お
り
、

皆
様
の
健
康
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険

協
会
北
海
道
支
部
　
†
０
１
１-

７
２
６-

０
３
５
２

こ
れ
ま
で
、
登
記
事
項
証
明
書

や
印
鑑
証
明
書
な
ど
を
請
求
す
る

場
合
に
「
登
記
印
紙
」
に
よ
っ
て

手
数
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
４
月

か
ら
「
収
入
印
紙
」
で
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
お
手
持
ち
の
「
登
記
印
紙
」

は
４
月
以
降
も
使
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
３
月
末
日
を

も
っ
て
、
釧
路
地
方
法
務
局
管
内

の
支
局
・
出
張
所
内
で
の
印
紙
売

り
さ
ば
き
を
終
了
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
平
成
23
年
４
月

か
ら
は
事
前
に
「
収
入
印
紙
」
を

購
入
の
上
、
来
庁
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

†
０
１
５
７-

23-

６
１
６
６

歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
開
催

の
お
知
ら
せ

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

全
国
健
康
保
健
協
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

「
登
記
印
紙
」
が
平
成
23
年

４
月
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
す

賃
貸
住
宅
借
用
時
の
ト
ラ
ブ
ル
を

さ
け
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
細
心
の

注
意
が
必
要
で
す
。
物
件
を
探

す
と
き
は
、
住
宅
情
報
誌
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
物
件
情
報

は
検
索
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す

が
、
必
ず
現
地
で
物
件
の
状
態

や
交
通
機
関
等
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

q
一
般
に
賃
貸
借
契
約
は
、
不

動
産
仲
介
業
者
へ
の
申
し
込

み
↓
住
宅
の
内
覧→

書
類
の

提
出→

入
居
審
査→

重
要
事

項
・
契
約
書
の
説
明→

契

約
・
入
金→

鍵
の
引
渡
し
・

入
居
、
の
手
順
で
行
わ
れ
ま
す
。

w
契
約
時
に
必
要
な
費
用
は
、
家
賃
の
他

に
敷
金
及
び
礼
金
、
共
益
費
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
宅
建
業
者
の
仲
介
に

よ
っ
て
物
件
を
見
つ
け
た
場
合
は

仲
介
料
を
負
担
し
な
く
て
よ
い
場

合
、
全
額
負
担
す
る
場
合
、
半
額

を
負
担
す
る
場
合
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

e
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
と
き

は
、
契
約
書
と
重
要
事
項
説
明
書

の
内
容
を
良
く
理
解
し
た
上
で
契

約
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
禁
止
事
項

や
明
け
渡
し
時
の
修
繕
義
務
や
原

状
回
復
義
務
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ

ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
契
約
時

に
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先
商工観光グル
ープ
†76－2151

賃
貸
住
宅
借
用
時
の
注
意
点
は
？

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/

協会けんぽホームページ



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

◎付加年金の保険料は４００円

定額保険料に付加保険料をプラスして

納付すると将来受け取る老齢基礎年金に

付加年金が上乗せされます。

納めた付加保険料は、将来、付加年金

として２年間受け取るだけで取り戻せま

すから、３年目以降は「もらい得」にな

る大変お得な制度です。

◎いくら上乗せされるかというと…

付加年金の受領額（年額）

200円×付加保険料納付月数です。

例：付加保険料を10年間納付した場合

○付加保険料（支払う額）

400円×10年（120月）＝48,000円

○付加年金額（１年間に受取る額）

200円×10年（120月）＝24,000円

したがって、付加年金を２年間受領する

と納付した付加保険料総額と同額になる

のです。

◎付加年金に加入できる人

国民年金の第１号被保険者と65歳未満の

任意加入被保険者です。（国民年金基金

に加入中の方は加入できません）

年金をお得に増やせます

対象者 q 70歳以上の方（昭和16年４月１日までに生まれた方）

w３級以上の身体障害者手帳をお持ちの方（寝たきり等でバス乗車が不可能な方は除きます）

ewに該当する方で、ひとりでバスに乗車できない方の介護者　

申請に必要なもの　印鑑、身体障害者手帳、（wに該当する方）

申請先 ３月25日は下記の場所・時間で行います。３月28日以降は役場福祉担当窓口(11番)で行います。

問い合わせ先　役場福祉担当 †76－2151（内線299）

対象者 全町民（３歳以下は無料です）

持ち物 印鑑をご持参ください。（世帯ごとに交付します、世帯員であればどなたでもよろしいです）

※３月25日以降は、戸籍年金窓口(５番)で交付します。

交付数　大人（中学生以上）、小人（４歳から小学生まで） 各５枚交付

●ランプの宿 森つべつ町民入浴優待券（全町民）

●バス無料乗車券（70歳以上の方）

■期日前投票は下記のとおりです。

期　間 ３月17日（木）～３月20日（日）

時　間 午前８時30分～午後８時

場　所 議会議事堂（町民懇談室）

■立候補予定者事前説明会

日　時 ３月３日（木） 午前10時00分

場　所　林業研修会館２階集会室　

その他　候補者１人につき３人以内

問い合わせ先　津別町選挙管理委員会事務局

†76－2155（内線286・333）

■津別町農業委員会委員の選挙が行われます。

告示日　３月16日（水）

投票日　３月21日（月）

時　間 午前７時～午後６時

場　所 議会議事堂（町民懇談室）

人事院では平成23年度国家公務員採用試験につい

て、次のとおり行います。

問い合わせ先 人事院北海道事務局第二課試験係

†（011）241－1248

� 
�

1種試験及び2種試験においてはインターネッ

ト（www.jinji-shiken.go.jp/juken.html）による

申し込みが可能です。なお、詳しい内容について

は下記まで問い合わせください。

オホーツク総合振興局では、12月、3月の各月を「滞納処分強化月

間」として道税の滞納整理に取り組んでいます。３月は、自動車税、

個人事業税及び不動産取得税などの道税全てについて、滞納整理を

進めることとしており、給与・預貯金・動産などの差押えを行いま

す。まだ、納税がお済みでない方は、大至急納税してください。

道税の納税には、手続きが簡単で便利な口座振替が利用できます。

３月は道税の滞納処分強化月間です

問い合わせ先

オホーツク総合振興局税務課納税係

†0152－41－0616

オホーツク総合振興局ホームページ

http://www.okhotsk..pref.hokkaido.lg.jp/ts/zim/

労働基準監督官採用試験のご案内

受験資格

・昭和57年４月２日～平成２年４月１日生まれの者

・平成２年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者

①大学卒業者及び平成24年３月までに大学卒業見込みの者

②人事院が①と同等の資格があると認める者

受付期間 平成23年４月１日（金）～４月14日（木）

詳細・問い合わせ

北見労働基準監督署

†0157-23-7406

※新入学児童の住

所・氏名は、プ

ライバシー保護

の観点から掲載

していません。

町内各小学校の平成23年度入学予定数

問い合わせ先 教育委員会学校教育課　†76-2151

「オホーツクオンライン百科」（http;//okhotsk100.jp/）は

オホーツク地域の歴史・自然・産業・食・観光・人材など

豊富な地域資源を集めて百科事典のようにわかりやすく紹

介した、検索しやすいホームページです。オホーツク総合

振興局では、皆様からの記事等の募集を行ってます。

応募・問い合わせ先　

オホーツク総合振興局　地域政策課地域政策係　

†0152-41-0620 ＦＡＸ0152-44-7261

役場 企画財政課地域振興担当　†76-2151（内線242）

オンライン百科の記事を募集しています

問い合わせ先　役場住民窓口　†76-2151（内線222・233）


